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ェ）l／ナー・フォン・ハクストハウゼンWerner von Haxthausen と知り合い  




受け容れ，途中のへクスタp H6xterでは，若き日の友人パウル・ヴィーガ  









歌いました。いくつかの民謡ほ特に美しいメロディーでした。」   
そして姉妹も，ゲィルヘルムの伝説とメルヒェンに対する熱意に応えるよう  
になった。ヴィルヘルムは，この後，1813，1815，1S17年に，くり返しベーケ  
ンドルフを訪れている。   
























Meersburg でアマPl）エも没し，ふたりの要は並んで立っているほどであ  







ある。   
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第l節 アウクスト・フォンり、クストハウゼンAⅦgⅥStVOmHaxtIlaⅧ腑m  





宿屋の主人を針などで苦Lめたあげく，宿代もふみ倒す話。幸福に至らず。   
KIiM58番r犬と雀」DerHund undderSperlingの注釈。グリム兄弟は，  
58番の話の第3の類語として，ゲッティンゲンG6ttingenの話をあげている  
が，それが，アウグストの提供Lた話と考えられる。主人公は小鳥と小犬。小  
鳥が仲間である小犬の仇を討つ話。   
付録19番「からす」Die Kr畠he】lこれは1815年の第2巻初版では12番，第  
2版（1819年）以降第4版（1840年）まで107番。第5版（1843年）に至って，  
ホルシュタイン地方の「ふたりの旅人」Die beiden Wandererにとって代わ  














第2節 ルドヴィーネLudowime（1795”1872）   
KHM52番の複合語「つく、・みひげの王さま」Konig Drosselbart1810年版  
でほハッセンプフルーク家の詣であったが，1812年版では，ドルトヒェンの話  
の終結部が付加された。つぼをこわしたり，妻に恥をかかせるのが，「つぐみ   
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ひげ」自身となったのである。1819年版からは，さらに，ルドゲィ←ネの話を  
加えて，少し長くなった。主人公ほ王女。苦難を経て幸福な結婚。   
KIiM91番「地もぐりこぴと」DasErdm箆nneken（方言）1814年5月，ル  
ドゲィーネはこの話をグリム兄弟に送った。1815年版で5番として収められ，  
1857年版まで同位置で保持。主人公はおろかな末弟。王女を救出して結婚。   
KHM96番「三羽の小鳥」De dreiVtlgelkens（方言）1813年8月2日，ヴ  




で保持される。主人公は三人娘の長姉。王と結婚。   
KHMl13番「ふたりの王子」De beiden Kilnigeskinner（方言）1815年版  
から同じ位置。1857年まで保持される。主人公は王子。王女と結婚。   
KHM142番「ジメリ山」Simeliberg1815年版から同じ位置。1857年版ま  
で保持される。96番同様，1814年5月にルドヴィーネが，ミュンスターラント  
M注nsterlandのケーターベルクの話によって書き記したもの。主人公は兄と弟。   
KHM200の9番「天国の結婚式」Die himmlische Hochzeitの注釈。「ミ  
ュンスターラントから」とされている話が，ルドヴィーネ由来のもの。主人公  
は百姓の息子。死んで永久の結婚式に出席。  
第3節 マリアンネM乱riamme夫人（1755”1829）   
KHM59番「フリーダーとカータpリースヒュン」Der Frieder und das  
Catherlieschenの注釈？ 注釈の中で「ディーメル地方から」auSden Die・  
melgegandenとされている話が，マリアンネ夫人からのものと考えられてい  
るが，確実でほない。   
KHM141番「小芋と魚」Das L畠mmchen und Fischchen1815年版以来  
同じ位置。1857年版まで保持される。マリアンネ夫人は，幼い頃，この話を，  
リッペ伯爵領 FtlrStenthum Lippe で聞いたおぼえがあるという。主人公は  
幼い兄と妹。小羊と魚に変身させられたが，人間にもどって，森の中の家で平  
和にくらす。  
第4節 ハクストハウゼン家の誰かによるもの（なかでもアンナAnna1800  
～1877によるものが多いと考えられる）。   
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KHMl番「蛙の王さま」Der Froschk6nigoder der eiserne Heinrich  
の注釈中，三番めにあげられている話（パーダーポルンから）。   
KHM4番「怖さを習いにでかけた若者の話」M豆rchen von einem，der  
auszog，dasFilrChten zulernenの注釈の中で，「パーダーポルンから」とさ  
れている話が，ハクストハウゼン家の誰かiこよって提供されたと考えられる。   
KHM 6番「忠実なヨハネス」Der treueJohannesの注釈の中で，「パー  
ダーボルンからのもうひとつ別の話」とされているのはハクストハウゼン家の  
人から寄せられた話である。   




る。主人公ほおろかな百姓。ユダヤ人にだまされそうになるが，結局勝つ。   
KHM16番「三枚の蛇の薬」DiedreiSchlangenblatter1819年版からこの位  
置。1857年版まで保持される。クラウゼ老曹長から寄せられた話と，ハクスト  
ハウゼン家の誰かが寄せた話の複合。主人公は若者。裏切った要は流される。   
KHM21番「戊かぶり」Aschenputtelの注釈中，パーダーポルンよりとき  
れている話。   
KHM24番「ホレ婆さん」FrauIiolleの注釈中，パーダーポルンよりとさ  
れている話はハクストハウゼン家の誰かによるものと考えられる。   
KHM27番「ブレーメンの町菜士」Die Bremer Stadtmusikanten1819年  
版から同じ位置で，1857年版まで保持される。ハクストハウゼン家の誰かから  
寄せられた二話による複合語。主人公は動物たち。住み家を得て幸福にくら  
す。   
KHM31番「手なし娘」Das M云dchen ohne Hande の注釈軋 パーダー  
ポルンの話とされているのは，ハクストハウゼン家の誰かから寄せられたも  
の。   
KHM45番「おや指小僧の旅」DaumerlingsWanderschaft1819年版以降，  
ヘッセンの言古と，ハクストハウゼン宏の誰かが寄せた話が複合され，1857年版  
まで保持される。主人公はおや指小僧。無事親元に帰る。   
KHM48番「老ズ）L／タン」Der alte Sultan1812年版ではタラウゼの話だっ  
たが，1819年版で，ハクストハウゼン家の誰かが寄せたパーダーポルンの諸に  
よって補強された。1857年版まで保持される。主人公ほ老犬，知恵で狼に勝   
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つ。   
KHM57番「金の鳥」Der goldeneVogelの注釈中，パーダーボ｝t／ンより  
とされている話。   
KHM60番「ふたりの兄弟」Die zweiBrhder この話の基本構想ほ，パー  
ダーボルンよりとされる，ハクストハウゼン家の誰かの話である。1857年版ま  
で保持される。主人公ほ兄と弟。兄を弟が救い，兄は妻のもとに帰ることがで  
きる。   
KHM64番「金のがちょう」Die goldene GanS の注釈によれば，ハクス  
トハウゼンー家の誰かによる，パーダーボルンの話との複合。1857年版まで保  
持される。主人公ほ三人兄弟のおろかな末弟。王女との結婚。   
EHM65番「千枚度」Allerleirauh ノ、クストハウゼン家の人は，1815年以  
前に，パーダーボルンよりとして，こ元の類話をグリム兄弟に寄せている。そ  
して1822年以前になり，もう一度別の季語を寄せている。しかし，いずれも，  
本文にほ利用されなかった。   
KHM70番「三人の幸福な子ども」DiedreiGlilCkskinder1819年版から，  
「オーカーP－JDer Okerlo に代ってこの位置におかれ，1857年版まで保持  
される。ハクストハウゼン家の誰かが寄せたものである。主人公ほ，3番めの  
少年。猫によって城が破壊されて終る。少年の幸福を特に言わない。   
KHM71番「六人が世界をのし歩く」Sechse kommen durch die ganze  
Weltの注釈にあるパーダーボルンからの類語ほ，ハクストハウゼン家の人に  
よってもたらされたもの。   




自分より強い者がいることを知る。   
KHM73番「おおかみときつね」Der Wolt und der Fuchs の注釈にある  
第四の類語は，ハクスト′、ウゼンの誰かが1822年以前にもたらしたもの。   
KHM82番「道楽者ハンスル」DeSpielhansl   
注釈中，パーダーボルンの話とされている類話は，ハクストハウゼン家の誰  
かが送ってきたものである。   
KHM86番「きつねとがちょう」DerFuchsunddieGanse   
















難を経て王女と結婚。   
KHM98番「もの知り博士」Doktor Allwissend   
注釈車，パーダ←ポルンにて，とあるのほノ、クストハウゼン家の詮かからの  
類語であると考えられる。   





お礼に万病をなおす膏薬を得て，世界に有名な医者になる。結婚でない幸福。   
KHMlOl番「熊の皮を着た男」Der B畠renh云uter  






の熊皮を着た男」Der erste B哀renhauterによって改造されたものである。  
グリンメルスハウゼンの小説は，ハクストハウゼンの話にすでに影響を与えて   
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いたと思われる。主人公ほ除隊した兵隊。恵魔との契約で，熊の皮を着たが，  
世界を廻ったあげく，美しい若者にもどり，三人娘の末娘と結婚。   
KHMlO6香「貧しい粉屋の小僧と小猫」Der arme Mtlllerbursch und  
das Kまtzchen   
注釈中，パーダーボルンからのもうひとつ別の話とあるのは，ハクストハウ  
ゼン家の人によって，1822年以前に寄せられたものである。それは，1812年  
に，ヨーハン・グスタ，フ・ビュッシングJohann GustavB也SChingによっ  
て刊行された「バッヂのメルヒェン」Mihrchenvon der Paddeと，重要な  
モティーフが一致する。著作物からの間接的影響があったことを示す例であ  
る。   
KHMllO番「いばらの中のユダヤ人」DerJudeim Dorn   




トハウゼン家の誰かからのものと思われる。   
KHMl12番「天国のからさお」Der Dresch8egelvom Himmel  
1815年版（26番）からこの位置。1857年版まで保持される。1813年6月15  
日，ハクストハウゼン家の人によって，ベーケンドルフから送られたものであ  
る。主人公は百姓。ほらばなし。   
KHM121番「何もこわがらない王子」Der K（）nigssohn，der sicIlVOr  
nichts fiユrChtet   
ハクストノ、ウゼン家の人から要せられ，1819年版以降，「天国の結婚式」Die  
himmlische Hochzeitに代わってこの位置。1857年版まで保持される。主人  
公は王子。こわさを知らないために，呪われた王女を救出して結婚。   




王子と終始。   
KHM126番「忠実なフェレナントと不実なフェレナント」Ferenandgetril  
un Ferenand ungetrt1  




結婚。   





張し，結局，王女と結頗せず，王国の半分を四人でもらうという幸福で終る。   
K廿M131番「美しいカトリネリェとピフ・パフ・ボルトリー」Die scb6ne  
Katrinelie und Pif Paf Poltrie  
1812年5月27日，ハクストハウゼン家の人から伝えられた許。1815年版から  
この位置（45番）を占め，1857年版まで保持される。主人公は若い娘と求嬉  
者。連鎖貢に似た，問答弄。結婚に至らず。   
KHM132番「きつねと霜」DerFucllSund dasPferd  
1815年版（亜番）以来この位置。1857年収まで保持される。ハクストハウゼ  





結。   
KHM133香「ダンスですりきれたくつ」Die zertanzten Schuhe   
注釈書中に，パ←ダーポルンの話とあるのは，ハクストハウゼン家の人から  
のもの。本文はミュンスターラントMtlnSterlandの，ド1］ステーヒュルスホ  
フ家から寄せられたものである。   
KHM134番「六人の召使い」Die sechsDiener  
1815年版（48番）からこの位置を占め，1857年版まで保持される。ハクスト  
′、ウゼン家の人から送られた，パーダーポルンの話。主人公は王子。六人の特  
殊能力のあるけらいによって難題を解決し，王女と結婚。   
KHM135番「白い嫁と黒い嫁」Die wei6e unddie schwarze Braut  
1815年版（49番）以来この位置にあり，1857年版まで保持されているが，  
この話ほ，ハンス・ルードルフ・フォン・シュレ一夕ー Hans Rudolf von   




が，王が真の嫁として発見してくれて結婚。   






話である。   










一種の連鎖寄。結末なし。   
KHM143香「旅にでる」Up Reisen gohn  









パ【ダーボルンの話とされているのが，ハクストハウゼン家の人によって提供   
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されたものと考えられる。当然1822年以前である。   
KHM158番「のらくら国の話」M戎rchen vom Schlauraffenland  
1815年版（67番）以来この位置を占め，1857年版まで保持される。本文は，  
14世紀，中世ドイツ語で善かれた詩。注釈中，パーダーポルンの類語とあるの  
は，1822年以前にハクストハウゼン家の人から送られたもの。   
KHM200番「子どものための聖者伝」Kinderlegendeの1「森の聖ヨーゼフ」  
Der heilige Joseph im Walde 
l飢9年版以来この位置を占軌1857年版まで保持される。ハクストハウゼン  




説集」298番と関係ありとされている。   
KHM200の3番「ばら」Die Rose  
1819年版以来この位置を占め，1857年版まで保持される。ハクストハウゼン  
家の人によってもたらされた，パーダーボルンの話。「ドイツ伝説集」264番，  
265香参照。   
KHM200の4番「貧しさと謙虚さがあれば天国へ行ける」Armut und  
Demut ftlhren zum Himmel  
1819年版以来この位置を占め，1857年版まで保持される。ハクストハウゼン  




歌を聞こうとする人は」は16世紀のものである。   
KHM200の6番「三本のみどりの枝」Diedreigrilnen Zweige  
1819年版以来この位置を占め，1857年版まで保持される。ハクストハウゼン  
家の人から送られた，パーダ岬ポルンの話。予言者のことを言っているのは，  
からすに食べさせてもらったという，旧約聖書のエリアのこと。   
KHM200の7香「聖母マリアのさかずき」Mutter Gottes Glaschen  
1819年版以来この位置を占軌1857年版まで保持される。ハクストハウゼン  
家の人によって送られた，パーダーボルンの話。   
付録22番「兵隊と指物師」Der Soldatundder Schreiner   
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1815年版では44番だった。ハクストハウゼン家の人の世話で入手できたもの  
と思われる。1815年版の注にはこう書かれている。  
「（ミュンスターラントMilnStedandのもの）なかなか良いし メルヒェン  
風でもある。しかし全体として欠点があるようにみえる。欠落があったり，混  
乱していたりする。」   
その不完全性ゆえに，1819年版には採用されなかった。1815年，ヤーコプは  
ゲィルヘルムあての手紙で，「もっともだめな話で，除去したいと思う」と述  
べている。   




第5章のまとめ   
以上の諸話を，保持された度合いによって分類してみる。まず，分類規準と  
その記号を明らかにしておく。   
A なんら手を加えられず，最初の聞き書きのまま1857年版まで保持された  
もの。   
B 手は加えられたが，1857年版まで保持されたもの。   
C 手を加えられたが，1819年（第2）版では姿を消したもの（1812・15年  
版までしか採録されなかったもの。および以後は注釈書に入れられたもの）   
D1812・15年（初）版に採麦藁されなかったもの（注釈書にのみ入れられた  
ものを含む）。   
E 本文にも注釈にも記麦藁されていないが，1812年版の本人使用本に名がメ  
モとして記されているもの。   




アウダスト   
アウダストが送ってくれた話ほ3話にすぎず，1857年版まで保持された話ほ  
1諸にすぎない。   
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1857：10番。B，主人公はおんどりとめんどりで，結末は幸福ではなく，宿  
屋の主人を苦しめたまま終る。  
1857：58番の注釈中の類語。D，主人公ほ小鳥と犬。小犬が仇を討つ話。   


























しい息子。裏切った要は死ぬ。   












































1857：131番「美しいカトリネリエとピフ・パフ・ボルトリー」B，主人公   

















































B＝141番   
小 澤 俊 夫   62  
D＝59番   
ハクストハウゼン家の誰か（－印＝結婚）   
B＝7，16，27，岨姐型，些，70，72，86，97（複合），99，112，主払  
望蔓，！呈塁，129，131，132，！堅，！室（複合），138，139，140，143，200－1，  
200－2，200－3，200－4，200－5，200－6，200→7香（計32話）   
D＝1，4，6，21，24，31，57，65，71，82，98，106，110，133，149，158，  
付録22番（計17話）   
F＝101，付録23番  
ハクストハウゼン家の人びとの寄与した話の数はきわめて多いことがわか  
る。そして57年版まで保持された革も高い。これを示すと次の如くである。   
アウダスト 3話，うちB＝1（33．3％）   
ルドゲィーネ 6話，うちB＝5（83．3％）   
マリアン東天人 2話，うちB＝1（50％）   













1）Bruder Grimm：Kinder－undIhusm且rchen，Bandl〝3，Stuttgart1880 hrsg．  
Heinz Rblleke   
2）Johannes Bolte・Georg Polivka：Ammerkungen zu dcn KHM der Brilder  
Grimm，Band3，Hildesheim1963（BPIuと略す）   
